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ゆた ち いき

　自然豊かな地域の特色を生かし、各学年でさまざまな

自然体験学習をしています。
かんきょう しんかわ

　特に４年生では環境をテーマに、近くの新川という川
かん

にすむ生物観察会を行い、たくさんの生物がいることを学習します。環
きょう しんかわ

境アドバイザーの先生から、新川の水はとてもきれいで、きれいな川に
じっさい

しかすまない生き物もいることを教えてもらった後、実際に川に入り、

生物をつかまえて観察します。とても小さい生物もいました。

　また、野鳥観察会もします。小学校の周りで見られる鳥を歩きながら
さが

探します。コシアカツバメやハシブトカラス、ガビチョウ、メジロな
こう し くわ

ど、講師の先生に詳しく教えてもらい、とても勉強になりました。
しゅう とうかい

　低中学年では、玉ねぎ畑やなし園でのさいばいや収かく、東海村特産
ほ じゅうじつ かわさきゆい

の干しいもづくりもあり、充実しています。 （６年　川﨑唯）
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てるぬま はん

　照沼小学校には、１年生から６年生で班をつくる「き

ょうだいグループ」があります。６年生が中心となり遊

びを決め、休み時間に遊びます。また、きょうだいグル

ープせいそうもあります。高学年が低学年にそうじのやり方を教えるの

で、はじめはとても大変ですが、みんなで協力してそうじをするので学

校がとてもきれいになります。

　また、１年生が近くのこども園の年長さんと交流する機会が年に数回

あり、小学校生活を見てもらったり、おにごっこやかくれんぼをしたり

して仲を深めます。６年生は、同じ中学校に入学する他の小学校の６年
いっしょ

生と一緒に陸上練習やスポーツ交流をしたり、入学先の中学生とオンラ

イン交流で中学校生活について教えてもらったりします。校内、校外の
む とうみの り

人との交流を、これからも大切にしたいです。 （６年　武藤美利）
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わたし てるぬま

　私たちが通う照沼小学校は、小さい小

学校だからこその良さがたくさんありま
いなさく

す。特に稲作を中心とした特色ある行事
しょうかい

を紹介します。
いね ち いき

　まず、田植えと稲かりです。地域の人

にやり方を教えてもらい、全校協力して

行います。
しゅう しゅう

　次に、収かく祭とまゆ玉つくり会です。収かく祭は、
しゅう よろこ ち いき かんしゃ

収かくできたことへの喜びや地域の人への感謝をする祭

りです。そのときは、全校合唱やスライド発表などをし

ます。まゆ玉つくり会は、来年も作物が育つようにと願
しゅう

いをこめて木にまゆ玉をつけます。どちらの日も収かく

したもち米でつくった赤飯やもちを給食で食べます。と

ってもおいしいです。
しろ ふくろ

　最後に、５年生が行う代かきと、もみの袋づめです。
しろ ふくろ

代かきは機械で行う様子を見学し、袋づめは体験しま
わたし ち いき でんとう

す。私は、地域の人と行うこの伝統行事が大好きなの
すず き ゆう ね

で、これからも続くとうれしいです。（６年　鈴木優羽）

じゃんけんで盛（も）り上がった交流会

　「カーメン、ヌーヅキ、パピール」

　この言葉を聞いたことがありますか。これは、チェコ共和

国のじゃんけんなんです。
てるぬま じゅうじつ

　照沼小学校では外国語活動が充実しています。特に高学年
とうかい

は、東海村で行うインタラクティブフォーラムに向けて英会
い ぶん か

話の練習に取り組んだり、異文化交流会で外国の方とふれあ
えいけん

ったり、中学校に協力いただき英検を受けたりと、外国語に関する活動がい

ろいろあります。
い ぶん か

　昨年度の異文化交流会では、チェコ共和国の方とふれあい、文化、食事、
じっさい

有名なもの、そしてじゃんけんを知りました。実際にじゃんけんをしてみる
ちが

と、日本とは全く違っていて、おもしろい交流となり、少し仲良くなれた気
ちが

がしました。外国と日本は違いもありますが、同じこともあり、日本と外国
かしむら み わ

との関わりを知るいい機会となっています。 （６年　樫村実和）
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